
移動平均線 

1. MA（移動平均線）… 過去○日のローソク足の終値の平均値 

Moving Average 

 

MA で意識する事 

→ 向きと方向性 

→ ローソク足との位置関係 

 

 

例） 

日数 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 ・・・ 20 日 ・・・ 80 日 

終値 150.342 150.265 150.352 150.314 150.267  151.210  152.132 

 

5 日移動平均線（5MA）の場合の計算 

150.342＋150.265＋150.352＋150.314＋150.267＝ 751.540 

751.540÷5＝150.308 

 

※同じ 20MA でも時間足によって使うローソク足が違うため、計算結果は変わります。 

1 分足は 1 分足 20 本、15 分足は 15 分足 20 本、4 時間足は 4 時間足 20 本の平均です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. クロス・・・クロスは売買判断ではない。買う、売る準備、方向転換の準備段階。 

 

 

ゴールデンクロス（上昇に転向する可能性） 

短期線が中期線・長期線を下から上へ抜ける形。下落から上昇へ切り替わる準備段階です。 

 

デッドクロス（下降に転向する可能性） 

短期線が中期線・長期線を上から下へ抜ける形。上昇から下落へ切り替わる準備段階です。 

 

3. トレンド確認・・・ローソク足の位置関係＋線の向きで判断 

 

 

MA の上で価格が推移し、線が上向きなら上昇トレンド。 

MA の下で価格が推移し、線が下向きなら下降トレンド。 

 

4. 取引方法 

・順張り・・・価格が上昇トレンドにある時に買い、価格が下降トレンドの時に売る。 

・逆張り・・・価格が上昇トレンドにある時に売り、価格が下降トレンドの時に売る。 

 

 

 

 



5. 調整・・・・トレンドの途中で起こる一時的な逆方向の動き。 

ずっと同じ方向に進み続ける相場はなく、上昇中でも一度下がったり、下降中でも一度上がったりしま

す。この“ひと休み”のような動きが調整です。 

 

時間調整・・・線が価格に寄っていく。価格が大きく下がらず、一定の範囲でモミモミしながら進む調整。

値幅よりも「横ばいの時間」を使って熱を冷まし、その後に再びトレンド方向へ動きやすくなる。 

 

 

 

価格調整・・・線が価格に寄っていく。 

一気に下げ（または上げ）て、短期間で調整が進むパターン。値幅で調整するため動きは速く、終われば

再びトレンド方向へ戻りやすいのが特徴。 

 

 
 

 

 

 

 



6. 大口の心理から読み取る押し目買い・戻り売り 

 

 

 

① 下落トレンドで買う人ほぼいない 

② 十分に利益を確保した大口トレーダーの売り決済（買い）が約定し上昇 

③ 一般売りトレーダーの決済（買い）も入る 

④ 一般の早い買いが入るのを見て、大口が上で売りを入れ、下で買うための売りを集め始める 

⑤ 早ロングの損切りと下降目線の戻り売り 

⑥ 大口の買いが入る＋テクニカルで入った一般トレーダーの新規の買いも入る 

⑦ 押し目勢の新規買い、売りトレーダーの損切り買い、上昇見て飛び乗る人 

 

 

【ポイント】 

・大口が買いを仕掛ける時は十分な売りがないと仕掛けない。逆も同じ。 

・大口の人は、一般の人が多く買いの注文をかけてくるところで売る。逆も同じ。 

・大口は一般の人が乗っかってくるように価格を作る 

・大口の心理に乗り込みながら取引する。 


